森林もりから都市まちへ  
都市まちから森林もりへの還流
川上の森林から都市へ木材が流れ、都市で積極的にそれを利用。森林へ対価を還流させ、森林を育成すると言う大きな考えを推し進めることは、我が国が持つ大切な資源の利用、再生可能な資源を作り環境を保全する為の意義ある事業と私どもJBN・全国工務店協会は歓迎しています。
JBN全国工務店協会について
JBNは、全国3,000社の地域工務店及び関連事業者による国内最大の地域工務店組織です。地域の住生活環境の向上を通し、社会に貢献することを基本理念としています。
工務店の非住宅への取り組み
これまで、JBNは主に木造住宅やリフォームを中心に活動する工務店の集まりでしたが、近年では消費者の木に対する関心の高まりと共に、店舗や介護施設、医院など非住宅木造建築物の建設に取り組む会員工務店が多くなっています。
JBN組織内での取り組み
すでに、JBNでは数年前より中大規模木造委員会を立ち上げ、地域工務店として取り組むべき非住宅中大規模木造建設について研究しております。同時にJBN設立当初より川下の工務店団体としては異例の国産材委員会を設置、森林資源の有効活用の研究にとり組み実践活動を致しております。当然の事ながら環境問題にも取り組み環境委員会を設置し、木材利用による低炭素住宅や省CO2住宅についても取り組んでいます。
JBN活動  全国木造建設事業協会（全木協）として
JBNは近年起こった様々な大規模災害において、全国建設労働組合総連合と（一社）全国木造建設事業協会（略称：全木協）を2011年に設立し、木造応急仮設住宅を東日本大震災で1,008戸、熊本地震で563戸、西日本豪雨では252戸建設致しました。
これまで小規模建設しか出来ないと思われていた地域工務店が力を合わせ協働することにより、大きな力を持ち、大きな事業が出来ることを証明出来たと思っております。
この仕組みは、災害時のみならず平時においても中大規模木造建設に有効に活用出来き、地域工務店の活動範囲が広がることにより、地域での雇用促進や、地域経済の活性化にもつながるものと考えております。
この国のために
もりに目を向け、まちに目を向け、これらを繋ぐ大きな考えを推し進める事を目指した諸先生方による議連の立ち上げは、まさに当を得たものと敬意を表しますとともに、感謝致しております。
そこで、地域工務店がその役割を全国でしっかり果たすために、木質住宅の優位性、地球環境のためにも、人々の健康にも良いことを国民の皆様にさらに知って頂くためのお力添えを賜れば幸いに存じます。
当たり前のように、大都市を始め町や村でも森林資源が有効に活用されることを期待し、私どもＪＢＮもその一助となれればと願っております。 
ありがとうございます。
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